
2019年度（平成31年・令和元年）人間文化研究所
主要活動報告

〈論文〉
　　菊　池　一　隆 中国特務「藍衣社」の組織と「反共抗日」

　─一九二〇、三〇年代を中心に─
　　福　島　金　治 戦国期島津氏の兵法書『刑罰治国慮理撫民武用記』

　─翻刻と紹介─
　　小　林　隆　夫 中華民国成立時のイギリスのチベット政策
　　木　村　英　憲 梅原猛と仏教思想　─東洋思想の持つ意味─再訪
　　蛸　島　　　直 もう一人の鬼太郎とその原像

　─伊藤正美作「墓場奇太郎」をめぐって─
　　木　村　文　輝 ラーマーヌジャの瞑想論 ⑹

　─『シュリー・バーシュヤ』Ⅲ. 3. 35～37読解─
　　上　田　恒　雄 語彙力とディクテーションの相関 ⑵
　　Paul Mason When Scholarship Obfuscates: Methodological Problems 

with Fan Studies

〈翻訳・訳注〉
　　引　田　弘　道　 酔象ダナパーラ調伏物語
　　大　羽　恵　美 　─『ボーディサットヴァ・アヴァダーナ・カルパラター』

　第28章和訳─
　　安　藤　　　充 古ジャワ金言集 Sārasamuccaya訳注研究 ⑵

　　上　田　恒　雄 国連英検
　　菊　池　一　隆 戦時期における欧州華僑

　─ナチス・ドイツによる占領と関連させて─
　　小　林　隆　夫 チベットにおける中国の宗主権

　─イギリスの対応をめぐる諸説をめぐって─
　　熊　田　一　雄 自傷、ピアス、信じられる心



人間文化　第 号

　　木　村　英　憲 異教の地でのケミストリー　─ブラジルでの仏教の場合─
［プロジェクト研究　中間報告］
　　高木（北山）眞理子　　　　「海」「港」「移民」
　　蛸島　直（旅文化研究）　　　─神戸の海外移住と海洋関連展示施設を訪ねて─
　　林　　　　　淳　 

現代台湾における仏教教団
　　林　　　淑　蕙
　　松　薗　　　斉
　　中　川　すがね　 日本人の日記・日誌・紀行・帳簿についての歴史的研究
　　後　藤　致　人
　　林　　　　　淳　 

「宗教とツーリズム」研究と現代宗教論
　　伊　藤　雅　之

　第39回　講演会　令和元年11月13日（水）15：10～　9103教室
　　講演テーマ：伸びるアメリカ仏教　─仏教が西洋の壁を初めて乗り越える
　　講　　　師：武蔵野大学　ケネス田中　名誉教授

　第 回研究会　令和元年 月29日（水）15：30～　3526教室
　　研究テーマ：メソディズム研究から現代宗教論へ
　　講　　　師：筑波大学　山中　弘　特命教授
　第 回研究会　令和元年11月15日（金）16：30～　3508教室
　　【旅文化プロジェクト】
　　研究テーマ：第二次世界大戦における日系アメリカ人強制収容が「今」に伝えること
　　　　　　　　　 ─ And Then They Came for Us─　「そして私たちの番が来た」を 

見て学ぶ─
　　講　　　師：名古屋外国語大学　柳澤　幾美　非常勤講師
　　　　　　　　英語英米文化学科　高木眞理子　教授
　第 回研究会　令和 年 月22日（土）13：30～　3426教室
　　【日本人の日記プロジェクト】
　　研究テーマ①：中世の芸能者の日記について
　　講　　　　師：本学歴史学科　松薗　斉　教授
　　研究テーマ②：江戸中期歌舞伎関係者らの日記
　　講　　　　師：埼玉大学大学院　ビュールク・トーヴェ　准教授



（2019年度着任の先生の専門研究報告）
　　令和元年11月27日（水）15：30～　文学部会議室
　　長井謙治准教授（歴史学科着任）
　　「日本最古級の湿地性集落を掘る　─縄文遺跡発掘調査速報─」

　　⑴　共同プロジェクト研究（ 名以上の共同研究）　　　　　 プロジェクト
　　⑵　個人研究　　　　　　　　 名
　　⑶　紀要執筆予定　　　　　   18編
　　⑷　講演会　　　　　　　　　 回（歴史学科）
　　⑸　研究会　　　　　　　　　 回
　　⑹　嘱託研究員　　　　　　　 名

　第 回　平成31年 月
　　　　　［主要議題］ 新運営委員紹介・役割分担・紀要・所報
　第 回　令和元年 月25日（水）
　　　　　［主要議題］ 共同プロジェクト申請・紀要デジタル化について・自己点検評

価・来年度予算
　第 回　令和元年11月27日（水）
　　　　　［主要議題］ 紀要デジタル化アンケート結果・図書購入・嘱託研究員申請承

認・研究報告会
　その他　令和元年11月 日（水）10：00～
　　　　　所長交代による選考委員会


